
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

 (2)　令和２年度における取組内容の見直し等

　中期経営目標
　（H30～R4）

・利用者数については、現状の水準を維持します。
・利用者アンケートによる満足度は引き続き９５％以上を維持します。

項　目 実施内容

①　サービス向上・
　　利用促進

・「史跡を訪ねるつどい」を開催（5/3）
 　　　　　　　　　参加人数   98人（前年度比 44人増）
・石動山「開山祭」を開催（7/7）
 　　　　　　　　　参加者数   54人（前年度比  0人減）
・「石動山ユリ展」を開催 (7/10～29）
　　　　　　　　　 参加者数　354人
・「中能登親子トレジャートレイルラン」（8/25)
　　　　　　　　　 参加人数　112人（前年度比 58人増）
・石動山「秋のつどい」を開催（10/5)
 　　　　　　　　　参加人数　 34人（前年度比 82人減）
・「中能登トレジャートレイルラン」を開催（11/3）
　　　　           参加人数  760人（前年度比 89人増）
・「史跡の歴史探訪講座」(11/21)
　　　　　         参加人数　 30人（前年比   10人増）

能登歴史公園（石動山地区）の令和元年度管理状況

　施設所管課 　土木部公園緑地課

　施設管理者 　中能登町　町長　杉本栄蔵

　指定期間 　平成３０年４月１日～令和５年３月３１日

②　広報活動

・能登歴史公園（石動山地区）のリーフレットを園内の紹介マッ
　プとしてビジターセンターに設置。

・町ホームページにおいて、石動山関連施設の情報を更新
       （能登歴史公園、石動山資料館、大宮坊、旧観坊など）

・町広報誌「なかのと」によるイベント等の情報提供

・平成26年度に設置した公衆無線LANを引き続き運用

実施内容

新規の自主事業により、利用者の増加がみられたため、さらに工夫と周知に努め、継続し
ていきたい。



２　中期経営目標の進捗状況

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数、貸館稼働率など利用指標に係る増減理由＞

＜利用者アンケート結果（平成３１年４月～令和２年３月実施　有効回答数９０件）＞

測定指標
H26～28年

度
(基準値)

H29年度 H30年度 R1年度 前年度比 基準値比 R4年度
(目標値)

(2) 貸館稼働率(％)

(1) 利用者数（人） 6,320人 4,487人 5,020人 6,230人 124.1% 98.6% 6,400人

利用者サービス(%) 97.5 99.1 97.4 97.4 .0㌽ -.10㌽ 95.0

(3) 利用者アンケート
　　における満足度

1.0㌽ 95.0

指　標 対前年度増減理由 対基準値増減理由

　利用者数

冬期積雪が少なかったことや新規
の自主事業により利用者数の増加
につながった。

アクセス道のひとつが、崩落により
通年通行止めであったため、利用者
が減少した。

施設の維持管理(%) 97.0 97.3 98.8 98.0 -.80㌽

　貸館稼働率

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

　利用者サービス(%) 68.3 29.1 2.6 0.0

　施設の維持管理(%) 66.5 31.5 2.0 0.0



３　施設等の維持管理

４　管理運営体制

５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

（単位：件）

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

（単位：千円）

(3) 植栽維持管理 ・日常業務として、適時実施

(4) 警備
・ビジターセンターの夜間警備：通年
・施設全体の巡回及び駐車場管理：週７回

(5) 小規模修繕

・木柵及び井戸蓋修繕
・管理事務所トイレ改修
・園路舗装修繕
・石垣修繕
・倒木処理

項　目 実施内容

(1) 清掃
・管理事務所 日常清掃：週７回
　　　　　　 特別清掃（床ワックス、ガラス清掃）：年１回
・トイレ日常清掃：週６回

(2) 設備保守点検
・トイレ 維持管理・点検業務：保守点検 毎月、検査年 ４回
・消防設備:年１回
・浄化槽保守・管理：法定検査 年１回 、保守点検 年６回

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

　歴史公園施設

項　目 実施内容

(1) 緊急時の対応・安全
　　管理などの危機管理

・気象等災害対応計画書の策定
・危機管理マニュアルの作成

(2) 個人情報の管理状況
・基本協定(個人情報の取扱いに係る特記事項)に基づき、適正に
管理

　合　計 0 0

項　目 収入額 減免額 減免理由

　駐車場

　合　計 0 0

　歴史公園施設

　駐車場



 (3)　収支決算

（単位：千円）

６　利用者からの意見、苦情、要望

７　事故、故障等

８　その他報告事項など

　利用料収入 　光熱水費 269

　その他   修繕費 1,546

収　入 支　出

　指定管理料 15,146 　人件費 2,855

　合　計　　① 15,146 　合　計　　② 15,146

　収支差額　①－② 0

  緑地等施設管費 8,396

　その他 2,080

年　月 内　容 対　応

なし

　令和元年７月 駐車所での物損事故 被害状況を確認して県に報告

年　月 内　容 対　応



９　評価結果

○　評価基準
　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている
　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている
　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価
　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている
　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている
　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

10　助言・指摘事項

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成に向
　　けたサービス向上・利用
　　促進等の取組

Ｂ

・前年度と比較して、利用者数の増加、自主事業の参
　加者数の増加がみられ、利用促進の効果がみられ
　る。
・利用者の満足度についても、目標の９５％以上を維
　持している。

総合評価 Ｂ
・仕様書に定める管理がなされており、サービス向上
　や適切な維持管理による利用促進の効果もみられ
　る。

(2) 施設等の維持管理 Ｂ

・公園内の施設について清掃や保守点検により適正に
　維持管理されている。
・イノシシの踏み荒らし被害についても整地作業等を
　行い、園地の適切な維持管理に努めている。

(3) 管理運営体制 Ｃ
・救急連絡体制の制定や消防訓練の実施なども行
　い、仕様書に定める基準通りに実施されている。


